
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

選択した技の合理的なポイントや練習方法、補助の仕方

などをグループ内で意見共有しながら見つけることができ

るようにする。 

 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

○知識 

①技の行い方は技の

課題を解決するため

の合理的な動き方の

ポイントがあること

について、学習した

具体例を挙げてい

る。 

②発表会には、学習

の段階に応じたねら

いや行い方があるこ

とについて、学習し

た具体例を挙げてい

る。 

○技能 

①全身を支えたり突き放

したりするための着手の

仕方、回転力を高めるた

めの動き方、起き上がり

やすくするための動き方

で、基本的な技の一連の

動きを滑らかにして回転

することができる。 

②開始姿勢や終末姿勢、

組合せの動きや手の着き

方などの条件を変えて回

ることができる。 

③学習した基本的な技を

発展させて、一連の動き

で回ることができる。 

 

①提供された練習方法

から、自己の課題に応

じて、技の習得に適し

た練習方法を選んでい

る。 

②仲間と協力する場面

で、分担した役割に応

じた活動の仕方を見つ

けている。 

③体力や技能の程度、

性別等の違いを踏まえ

て、仲間とともに楽し

むための練習や発表を

行う方法を見つけ、仲

間に伝えている。 

 

①練習の補助をしたり

仲間に助言したりし

て、仲間の学習を支援

しようとしている。 

②一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を認め

ようとしている。 

 

３ 題材について 

本題材は、タブレット端末と大型スクリーンを使用した題材である。ＩＣＴの基本的な機能で

あるカメラ機能を使用し「見る、撮る、確認する」といった基本的な操作ができ、比較的生徒は

誰もが使える機能を使用した題材である。実技の特徴である「自分の動きを客観的に知る」ため

にＩＣＴは今までも使用されてきた。学習に必要な情報の収集やデータの管理・分析、課題の発

見や解決方法の選択などにおけるＩＣＴの活用が考えられる。 

ＩＣＴ活用事例 Ｃ３（協働制作） 

中学校２学年・B 器械運動 「マット運動」 

使用機器：タブレット、大型ディスプレイ  使用機能：カメラ機能 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

①習得する技のポイントや動きを、ＩＣＴ機器を活用し自分のタイミングで振り返

ることができる。 

②模範演技や自分の動きを見たいタイミングで見ることができ、お互いに意見を交

わしながら実践することができる。 

 



 

 

４ 指導と評価の計画（１０時間）   
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５ ＩＣＴの効果的な活用について 

  器械運動「マット運動」では、カメラ機能を使用し「見る、

撮る、確認する」というＩＣＴとして一番簡単な活用にな

る。また、１人１台端末を使用することで自分のタイミング

で模範演技や自分の動きを確認することができ、効果的に

使用することができていた。 

本実践では、器械運動における「ジグソー法」の中の「エ

キスパート活動」でＩＣＴを活用した。同じ組み合わせ技に

分かれたグループ内で、それぞれが担当する技を１つ選択し、担当する技グループを再編成して合

理的なポイントを明確にすることや、補助の方法や練習場の工夫、習得段階に合わせた練習方法な

ど、エキスパートとして研究していく活動に活用することができた。 

ＩＣＴを活用することで生徒同士での話合い活動も活発

になり、知識及び技能の習得にもつながる。また、思考力、

判断力、表現力等における課題解決に向けた教え合い、与え

られた役割に対する取り組み方、挑戦に対する認め合いの場

面にもつなげることができた。しかし、運動量の確保のため

には活用場面や時間の設定の工夫が必要だと感じた。 
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基本的な技 

・開脚前転 

・開脚後転 

・側方倒立回転 

・倒立ブリッジ 

発展技 
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技グループ内にお

ける意見の共有や

実践 

    ↓ 

学習カードへの記

入 

ジグソー活動 

（組合せグループ

で） 

それぞれの技のエ

キスパートがグル

ープ内の仲間に伝

達する 
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